
平成 15 年 1 月 14 日 

各 位 

会社名 株 式 会 社 ア ー レ ス テ ィ 

代表者名 取締役社長   高  橋   新 

 （コード番号 5852 東証② 大証②） 

問合せ先 業務管理部長 磯部 憲司 

（代表℡ 03-3966-6115） 

 

会社名 京都ダイカスト工業株式会社 

代表者名 取締役社長   熊  木   勉 

 （コード番号 5853 東証② 大証②） 

問合せ先 取締役総務部長 梅原 信夫 

（代表℡ 06-6328-1321） 

 

合 併 に 関 す る お 知 ら せ 

 

株式会社アーレスティ（以下、アーレスティ）と京都ダイカスト工業株式会社（以下、京都ダイカスト）は、

平成15年 10月 1日を目途に下記の通り合併することに基本合意し、合併覚書を締結いたしましたので、

ここにお知らせいたします。 

 

記 

 

１． 合併の趣旨 

両社は平成 13年 4月 13 日に両社間で商品の開発・生産・販売に関する包括的な企業提携を進め

ていく事で合意し協議を進めてまいりました。その結果、双方の持つ経営資源を有機的に融合させ、更

に強固な経営基盤を確立し、国内及び海外市場に於ける競争力の確保と企業としての一層の成長を

図るため平成 15 年 10 月１日をもって合併することといたしました。 

自動車部品業界はグローバル競争の激化にともなう厳しい経営環境下、開発・生産・販売などすべ

ての面で格段の対応を求められています。今後、ユーザー各社からの開発・品質・納期・価格等に対す

る要請に機動的に応えていくためには、事業規模の拡大、統合効果による企業体力の強化が必要であ

るとの認識で一致し、両社は合併の基本合意に至りました。 

この合併を実現し、生産体制の合理化、販売体制の合理化、研究開発体制の強化等の施策を適時

適切に実施することによりユーザーのさまざまな要請に応え、より優れた品質の製品と行き届いたサー

ビスを迅速に且つ競争力のある価格で提供し得る体制を構築してまいります。また、増収増益を継続で

きる収益構造を確立することにより、取引先、株主、従業員の期待に充分応えていけるようになるものと

考えております。 

 



2. 合併の要旨 

(1) 合併の日程 

合併覚書承認取締役会 平成 15 年 1 月 14 日 

合 併 覚 書 調 印 平成 15 年 1 月 14 日 

合併契約書承認取締役会 平成 15 年 4 月 中旬 （予定） 

合 併 契 約 書 調 印 平成 15 年 4 月 中旬 （予定） 

合併契約書承認株主総会 平成 15 年 6 月 下旬 （予定） 

合 併 期 日 平成 15 年 10 月 1 日 （予定） 

合 併 登 記 平成 15 年 10 月 上旬 （予定） 

 

(2) 合併方式 

アーレスティを存続会社とし、京都ダイカストを解散会社といたします。 

 

(3) 合併比率 

アーレスティは、野村證券株式会社（以下、野村證券）に、京都ダイカストは日興コーディ

アル証券株式会社（以下、日興コーディアル証券）に合併比率の算定をそれぞれ依頼し、そ

の算定結果を参考に両社協議のうえ、以下のとおり合意いたしました。 

会社名 アーレスティ 京都ダイカスト 

合併比率 1 0.22 

 

1. 株式の割当比率 

京都ダイカストの株式 1 株に対して、アーレスティの株式 0.22 株を割当て交付します。ただし、

アーレスティが所有する京都ダイカストの株式 4,774,000 株については、合併による新株式の割

当はしません。 

2. 第三者機関による算定結果、算定方法及び算定根拠 

野村證券は、市場株価平均法及びDCF（ディスカウンテッド・キャッシュ・フロー）法による評価

を行い、その結果を総合的に勘案して合併比率を算定いたしました。 

日興コーディアル証券は、市場株価方式、修正簿価純資産方式及びDCF（ディスカウンテッ

ド・キャッシュ・フロー）方式による評価を行い、その結果を総合的に勘案して合併比率を算定い

たしました。 

3. 合併により発行する新株式数 

普通株式  1,998,920 株 

4. 合併交付金 

合併交付金は支払わないものとします。 

 

 



3. 合併当事者の概要 

平成 14 年 9 月 30 日現在 

(1) 商 号 株式会社アーレスティ 

（合併会社） 

京都ダイカスト工業株式会社 

（被合併会社） 

(2) 事 業 内 容 
アルミ合金地金、ダイカスト製品、完成

商品の製造と販売 

ダイカスト及びグラビティ製品の製造と

販売 

(3) 設 立 年 月 昭和 18 年 11 月 昭和 23 年 6 月 

(4) 本 店 所 在 地 東京都板橋区坂下二丁目 3 番 9 号 大阪市東淀川区瑞光三丁目5番 26号 

(5) 代 表 者 取締役社長 高橋 新 取締役社長 熊木 勉 

(6) 資 本 金 1,237 百万円 693 百万円 

(7) 発行済株式数 15,801,750 株 13,860,000 株 

(8) 株 主 資 本 9,976 百万円 2,403 百万円 

(9) 総 資 産 36,440 百万円 11,582 百万円 

(10) 決 算 期 3 月 31 日 3 月 31 日 

(11) 従 業 員 数 632 名 240 名 

(12) 主 要 取 引 先 本田技研工業㈱ 

日産自動車㈱ 

富士重工業㈱ 

スズキ㈱ 

スズキ㈱ 

三信工業㈱ 

三菱重工業㈱ 

ヤマハ発動機㈱ 

(13) 大株主の構成 

及び持株比率 

① ㈱日本精密金型製作所 10.2% 

② 日軽産業㈱ 6.7% 

③ ㈱みずほコーポレート銀行 5.0% 

④ ㈱UFJ 銀行 4.4% 

⑤ 本田技研工業㈱ 4.3% 

① ㈱アーレスティ 34.4% 

② スズキ㈱ 6.6% 

③ ミノルタ㈱ 5.1% 

④ 三井住友海上火災保険㈱ 2.6% 

⑤ 日本生命保険(相) 2.2% 

(14) 主要取引銀行 ㈱みずほコーポレート銀行 

㈱UFJ 銀行 

㈱三井住友銀行 

㈱三井住友銀行 

㈱みずほ銀行 

住友信託銀行㈱ 

(15) 当事会社の関係 資 本 関 係 アーレスティは京都ダイカストの株式を所有（持株比率34.4％） 

 人 的 関 係 
京都ダイカストの取締役および監査役のうち、アーレスティの取

締役および監査役との兼務が４名（取締役2 名、監査役 2 名） 

 取 引 関 係 アーレスティは京都ダイカストからダイカスト製品を購入 



(16) 最近 3 決算期間の業績 

単独 （単位：百万円） 

 ア ー レ ス テ ィ 

（合併会社） 

京都ダイカスト 

（被合併会社） 

決 算 期 
平成 12 年 
3 月期 

平成 13 年 
3 月期 

平成 14 年 
3 月期 

平成 12 年 
3 月期 

平成 13 年 
3 月期 

平成 14 年 
3 月期 

売 上 高 53,660 56,966 53,982 17,153 17,122 14,786 

営 業 利 益 1,276 1,248 1,072 128 23 △ 169 

経 常 利 益 1,208 1,139 707 225 99 △ 184 

当 期 純 利 益 468 908 345 106 51 △ 144 

一 株 当 た り 
当期純利益（円） 

29.62 57.49 21.85 7.72 3.75 △ 10.43 

一 株 当 た り 
配当金（円） 

6.00 7.00 6.00 5.00 5.00 2.50 

一 株 当 た り 
株主資本（円） 

479.75 530.03 619.21 201.11 203.59 181.18 

 

連結 （単位：百万円） 

 ア ー レ ス テ ィ 

（合併会社） 

京都ダイカスト 

（被合併会社） 

決 算 期 
平成 12 年 
3 月期 

平成 13 年 
3 月期 

平成 14 年 
3 月期 

平成 12 年 
3 月期 

平成 13 年 
3 月期 

平成 14 年 
3 月期 

売 上 高 60,541 64,305 61,649 18,874 19,463 17,640 

営 業 利 益 2,244 2,526 1,833 311 310 50 

経 常 利 益 1,898 2,160 1,392 388 257 △ 36 

当 期 純 利 益 912 1,581 714 187 112 △ 75 

一 株 当 た り 
当期純利益（円） 

57.75 100.37 45.32 13.53 8.13 △ 5.44 

一 株 当 た り 
株主資本（円） 

692.33 757.00 867.37 252.60 260.00 241.42 

 

4. 合併後の状況 

(1) 商 号 株式会社アーレスティ 

(2) 事 業 内 容 アルミ合金地金、ダイカスト製品、グラビティ製品、完成品の製造と販売 

(3) 本 店所在地 東京都板橋区坂下 2-3-9 

(4) 代 表 者 高橋 新 

(5) 総 資 産 48,002 百万円（平成14年 9 月末現在の総資産額を単純合算したもの）  

(6) 資 本 金 未定 

(7) 決 算 期 3 月 31 日 

(8) 業績に与える影響 

合併後の業績見通しについては現在検討中のため、明らかになり次第開示報告いたします。 

以 上 


